
1 大平町地域協議会だより

地
域
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

★大平町地域協議会だよりは、市のホームページにも掲載してあります。

　

３
月
18
日（
日
）、栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、『
平
成
23
年
度
地
域
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
１
部
で
は
、
講
師
と
し
て
招
か
れ
た

白
鷗
大
学
教
育
学
部
の
結
城
史
隆
教
授

が
、「
市
民
協
働
に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
」と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調
講
演
を
行
い
ま

し
た
。　

　

第
２
部
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
実
践
団
体

や
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
代
表
、地
域

協
議
会
の
柴
田
会
長
が
参
加
し
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
な
り
ま
し
た
。
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平
成
23
年
度（
3
月
23
日
）

第
12
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
市
民
活
動

団
体
等
の
自
立
及
び
活
性
化
を
図
る
新

た
な
市
民
活
動
支
援
制
度
に
つ
い
て
、

総
合
政
策
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
活
動
推
進
事
業
費
補
助
金

◇
応
募
で
き
る
団
体

　
　

主
に
市
内
で
活
動
を
行
う
３
人
以

　

上
の
非
営
利
活
動
団
体
。

◇
補
助
の
種
類・内
容

　
　

下
表
の
と
お
り

◇
補
助
対
象
経
費

　
　

事
業
に
必
要
な
経
費
。（
団
体
等

　
の
恒
常
的
な
人
件
費
や
運
営
費
、　

　

事
業
遂
行
に
不
必
要
な
も
の
は
対

　

象
外
。）

◇
審
査
方
法

　
【
一
次
審
査
】

　

書
類
審
査
（
Ａ
コ
ー
ス
は
書
類
審
査
の
み
）

　
【
二
次
審
査
】

　

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
た
な
市
民
活
動
支
援

　
　
　
　
　
事
業
に
つ
い
て

意
見
書
に
対
す
る

　
　
市
の
回
答
書
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

◇
活
動
報
告

　
　

事
業
成
果
を
発
表
す
る「（
仮
称
）

　

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
ま
つ
り
」を　

　

開
催
す
る
予
定
。

ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
派
遣
事
業

　

市
民
活
動
団
体
等
に
対
し
、
自
主
的

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め

の
知
識
や
経
験
等
を
有
す
る
市
職
員
を

派
遣
し
ま
す
。

◇
派
遣
内
容

　
　

団
体
の
企
画
、
運
営
等
に
参
画
す

　
る
と
と
も
に
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

　

関
す
る
情
報
等
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
１
回
の
派
遣
は
２
時
間
程

　

度
、
派
遣
回
数
は
年
６
回
以
内
で
す
。

補助の種類 補助の内容
【Ａコース】
スタートアップ補助
新規事業若しくは新規事業を起
こすための準備又は新規の地域
コミュニティ活動
【Ｂコース】
ステップアップ補助
既存団体の新規事業又は既存事
業の充実若しくは拡大

【Ｃコース】
ジャンプアップ補助
市内の広域的な地域の活性化に
つながる複数回実施する事業又
は複合的に行う事業
【Ｄコース】
まちづくりパワーアップ補助
市全体の活性化につながる事業
又は合併前の市町間を超え、相
互に交流及び連携を図る事業

●補助枠　　　20団体程度
●補助割合　　補助対象経費の10/10以内
●補助限度額　5万円まで
●補助期間　　1年
※次の年からＢ又はＣコースにステップアップすることができる。
●補助枠　　　20団体程度
●補助割合　　補助対象経費の3/4以内
●補助限度額　10万円まで
●補助期間　　Ａ～Ｃコース通算で継続最長5年
※3年目以降、補助対象経費の1/2以内
●補助枠　　　5団体程度
●補助割合　　補助対象経費の2/3以内
●補助限度額　30万円まで
●補助期間　　Ａ～Ｃコース通算で継続最長5年
※3年目以降、補助対象経費の1/2以内
●補助枠　　　3団体程度
●補助割合　　補助対象経費の2/3以内
●補助限度額　50万円まで
●補助期間　　継続最長3年

質
問　
予
算
総
額
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

　
　
　
の
か
。

回
答　
総
額
は
600
万
円
で
す
。
昨
年
度

　
　
　
は
300
万
円
で
し
た
の
で
、倍
の
予

　
　
　

算
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
７
月
28
日
に
本
協
議
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
対
す
る

市
の
回
答
書
に
つ
い
て
、
総
合
政
策

部
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
よ
り
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

①
大
平
地
域
公
立
学
校
施
設
の

　
耐
震
化
に
つ
い
て

意
見　
耐
震
診
断
未
実
施
の
学
校
施

設
に
つ
い
て
の
早
急
な
実
施
と
、
改

築
を
要
す
る
施
設
に
つ
い
て
実
施
時

期
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

回
答　
大
平
中
央
小
学
校
屋
内
運
動

場
に
つ
い
て
は
、耐
震
診
断
・
補
強
計

画
判
定
会
よ
り
耐
震
補
強
工
事
に
よ
る

耐
震
化
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
大
平
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中
学
校
校
舎
等
に
つ
い
て
は
、
耐
震

二
次
診
断
の
結
果
を
も
と
に
現
行
の

耐
震
化
計
画
の
見
直
し
を
予
定
し
て

お
り
、
新
た
な
耐
震
化
計
画
に
合
わ

せ
て
回
答
し
ま
す
。

　

改
築
を
要
す
る
公
立
学
校
施
設
の

実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
大
平
南
小
学
校

管
理
棟
及
び
北
校
舎

棟
に
対
し
て
、
改
築

に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
お
り
、
平
成
24

年
度
に
は
基
本
設
計

に
着
手
し
ま
す
。

②
か
か
し
の
里
駐
車
場
出
入
口
の

　
改
善
に
つ
い
て

意
見　
か
か
し
の
里
駐
車
場
の
出
入
口

が
危
険
な
た
め
、
具
体
的
な
検
討
を
要

望
す
る
。

回
答　
出
入
り
の
安
全
性
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
駐
車
場
の
出
入
口
を
敷
地

の
西
側
か
ら
進
入
さ
せ
、
岩
舟
方
面
へ

向
か
う
車
線
に
、
駐
車
場
に
入
る
車
両

の
待
機
ス
ペ
ー
ス
の
車
線
を
設
け
る
な

ど
の
対
応
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
平
成

24
年
度
に
具
体
的
な
方
策
を
検
討
す
る

た
め
測
量
・
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
十
分
に
検
討
し
、
平
成
25
年
度
以

降
に
は
入
口
移
設
工
事
を
計
画
し
て
い

き
ま
す
。

③
太
平
山
南
山
麓
地
域
へ
の
交
通
手
段

　
の
確
保
に
つ
い
て

意
見　
鉄
道
で
訪
れ
る
観
光
客
を
太
平

山
南
山
麓
地
域
へ
誘
客
す
る
た
め
、
市

内
循
環
バ
ス
「
の
ら
っ
せ
号
」
を
太
平

山
南
山
麓
地
域
へ
乗
り
入
れ
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

　

ま
た
、
季
節
定
期
便
、
日
曜
・
祝
祭

日
限
定
便
、
ク
ー
ポ
ン
利
用
者
限
定
便

な
ど
の
検
討
を
要
望
す
る
。

回
答　
「
の
ら
っ
せ
号
」
は
、
ふ
れ
あ

い
バ
ス
の
「
市
街
地
循
環
線
」
と
し
て

運
行
し
、
高
齢
者
等
の
通
院
・
買
い
物

等
の
日
常
生
活
の
足
や
蔵
の
街
の
観
光

に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
太
平
山

南
山
麓
地
域
へ
の
乗
り
入
れ
は
困
難
で

す
。

　

岩
舟
町
と
の
合
併
を
視
野
に
入
れ

て
、
藤
岡
地
域
の
三
鴨
地
区
か
ら
、
岩

舟
町
及
び
太
平
山
南
山
麓
地
域
を
経

て
、
中
心
市
街
地
を
結
ぶ
、
ふ
れ
あ
い

バ
ス
路
線
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
平
成

26
年
３
月
ま
で
の
試
行
運
行
期
間
の
中

で
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
太
平
山
南
山
麓
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
と
観
光
振
興
の
視
点
か
ら
、
観

光
シ
ー
ズ
ン
や
土
日
・
祝
日
等
の
バ
ス

運
行
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

④
中
学
校
部
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て

意
見　
関
東
大
会
以
上
に
出
場
す
る
生

徒
及
び
引
率
者
へ
の
費
用
補
助
を
要
望

す
る
。

回
答　
平
成
24
年
度
よ
り
学
体
連
主
催

の
全
国
・
関
東
大
会
に
つ
い
て
は
、
参

▲のらっせ号

組
織
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
『
組
織
の
合
理
化
に
つ
い
て
は
理
解

す
る
が
、
急
激
な
変
化
が
な
い
よ
う

に
配
慮
願
い
た
い
』
と
い
う
地
域
協

議
会
か
ら
の
意
見
に
対
し
、
総
務
部

総
務
課
か
ら
『
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
急

激
な
変
化
を
き
た
さ
な
い
よ
う
十
分

配
慮
す
る
』
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

栃
木
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、介

護
保
険
事
業
計
画
、介
護
保
険
料
及

び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
の
意
見
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

　
『
要
介
護
に
な
る
前
の
予
防
対
策
強

化
及
び
市
民
へ
の
周
知
を
願
い
た

い
』
と
い
う
地
域
協
議
会
か
ら
の
意

見
に
対
し
、
保
健
福
祉
部
高
齢
福
祉

課
か
ら
『
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
本

計
画
の
重
点
目
標
と
な
っ
て
お
り
、

実
施
に
あ
た
っ
て
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
こ
と
、
市
民
へ
の
周
知
及
び
説

明
に
も
配
慮
す
る
』
と
い
う
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

新
た
な
産
業
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
『
産
業
支
援
に
あ
た
り
就
農
支
援
だ

け
で
は
な
く
、
商
工
業
へ
の
支
援
に

も
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
』と
い
う

地
域
協
議
会
の
意
見
に
対
し
、
産
業

振
興
部
商
工
観
光
課
か
ら『
商
工
業
の

持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
中
小
企

業
の
安
定
し
た
経
営
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
市
と
し
て
は
後
継
者
育
成

奨
励
制
度
で
は
な
く
、
市
の
制
度
融

資
に
よ
る
運
転
資
金
の
支
援
や
必
要

に
応
じ
た
各
種
支
援
制
度
創
設
に
よ

り
支
援
を
図
っ
て
参
り
た
い
』と
い
う

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

《
地
域
協
議
会
の
付
帯
意
見
に
対
す
る
市
の
回
答
》
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◇
健
康
福
祉
課

　

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
へ
訪
問
す
る
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
相
談
員
事
業
を
行
い
ま
す
。

◇
都
市
整
備
課

　

県
道
蛭
沼
川
連
線
か
ら
主
要
地
方
道

栃
木
藤
岡
線
の
区
間
の
道
路
新
設
整
備

に
つ
い
て
、東
武
鉄
道
高
架
部
の
橋
梁
上

部
工
工
事
を
行
い
ま
す
。

加
費
や
旅
費
な
ど
対
象
経
費
の
全
額

を
、日
本
体
育
協
会
な
ど
学
体
連
に
準

ず
る
団
体
が
主
催
す
る
全
国
・
関
東
大

会
出
場
経
費
に
つ
い
て
も
出
来
る
限
り

支
援
を
厚
く
す
る
と
と
も
に
、交
付
金

の
支
出
時
期
に
つ
い
て
も
申
請
後
速
や

か
に
支
出
す
る
よ
う
改
善
し
ま
す
。

　

吹
奏
楽
な
ど
の
文
化
部
の
全
国
・
関

東
大
会
出
場
に
際
し
て
も
、そ
の
経
費

を
補
助
す
る
よ
う
制
度
の
拡
充
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◇
都
市
建
設
課

　
新
地
内
に
新
た
に
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

◇
大
平
教
育
支
所

　

各
学
校
と
地
域
の
つ
な
ぎ
役
で
あ
る

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
学
校
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、地
域
の
絆

と
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る「
と
ち
ぎ
未

来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
事
業
」を
行
い
ま
す
。

 　

合
併
後
の
上
下
水
道
料
金
等
に
つ
い

て
審
議
す
る『
栃
木
市
上
下
水
道
事
業

調
査
委
員
会
』の
委
員
と
し
て
、大
平
町

地
域
協
議
会
か
ら
、川
田
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

上
下
水
道
事
業
調
査
委
員
会

　
　 

の
委
員
推
薦
に
つ
い
て

今
年
度
の
各
課
の
取
組
み

　
　
　
　
に
つ
い
て（
抜
粋
）

今
後
の
地
域
協
議
会
の
予
定

平
成
24
年
度（
4
月
17
日
）

第
1
回
大
平
町
地
域
協
議
会

◆
第
３
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
６
月
21
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜

◆
第
４
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
７
月
20
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】 

大
平
総
合
支
所 

　
　
　
　
　
　
　

別
館
大
会
議
室

　

※

会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方

　
　

は
、開
始
時
間
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ

　
　
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
　
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

大
平
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、左
記
の
電
話
や

F
A
X
、メ
ー
ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い（
様

式
不
問
）。

　

ご
意
見
等
の
内
容
に
よ
っ
て
、地
域
協

議
会
で
検
討
い
た
し
ま
す
。
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　第12回大平町地域協議会終了後、「大
平町地域協議会研究会」の設立総会と定
期総会が開催されました。
　総会では、役員が選任され、また、平成
24年度の事業計画や歳入歳出予算等が
承認されました。
　研究会は、地域協議会委員15人で組織
され、今後、大平地域のまちづくりを推進
するため、自主的な調査・研究、広報活動
等を行っていきます。

地域協議会研究会
設立総会開催

地域協議会研究会
設立総会開催

堤
区
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

　

平
成
24
年
３
月

31
日
で
任
期
満
了

と
な
っ
た
大
平
町

区
長
に
、４
月
１

日
付
け
で
、引
き
続
き
堤
区
長
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、平
成
24
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

《
報
告
事
項
》

《
協
議
事
項
》
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